





















































































































































































































































































記は、1927（昭和 2）年 2 月の『教育問題研究』で「文字なき時代の童謡」とい
















就学以前の幼児の童謡が『赤い鳥』に掲載されたのは 1920( 大正 9) 年 5 月のこ
とだが、初期の『赤い鳥』では、幼児の童謡への北原の関心はさほど強いもので



















































































































































本稿の執筆にあたり、日本学術振興会による平成 24 年度科学研究費補助金 ( 特別研
究員奨励費 ) の助成をうけた。
［注］
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11)	 北原白秋，1933.3，「新興童謡に就いて」『教育問題研究・全人』81: 1-7．、北原白秋，
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